
小坂町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています

暑い季節となりました。節水、節電に努めましょう。

～産業観光と広域連携による小坂の観光振興を考える～

　６月16日、天使館において「小坂町観光フォーラム」が開催されました。
　小坂町観光大使をはじめ、町民や観光関係者約200名が参加し、これからの町の
観光について提言や意見交換を行いました。
　（詳細は５ページ）

小坂町観光フォーラムが開催されました

“ひと”と
　 “まち”が輝く
　　躍動する小坂

町政報告・決算見込み…………………２～３
小坂町職員採用試験…………………………４
定住促進・少子化対策…………………６～７
消防大会結果…………………………………９
コルトンのＡＬＴ通信（最終）……………14
インフォメーション……………………15～17
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▼
児
童
生
徒
・
学
級
数
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
の
基
準
日
に
お
け
る
町

内
小
学
校
・
中
学
校
の
学
校
数
は
、

小
学
校
が
２
校
、
中
学
校
が
１
校
で
、

児
童
生
徒
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小

坂
小
学
校
は
２
３
４
人
、
七
滝
小
学

校
は
32
人
、
合
わ
せ
て
前
年
度
よ
り

11
人
減
の
２
６
６
人
、
小
坂
中
学
校

は
５
人
減
の
１
２
９
人
、
小
中
学
校

合
わ
せ
て
16
人
減
の
３
９
５
人
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
級
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
学
校
２
校
の
普
通
学
級
が
13
学
級

で
前
年
と
同
数
、
特
別
支
援
学
級
は

１
学
級
増
の
３
学
級
、
合
わ
せ
て
16

学
級
と
な
り
前
年
度
よ
り
１
学
級
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
坂
中
学
校
は
、
普
通
学
級
が
１

学
級
増
の
６
学
級
、
特
別
支
援
学
級

は
１
学
級
減
の
１
学
級
、
合
わ
せ
て

７
学
級
と
な
り
、
前
年
度
同
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
小
坂
中
学
校
３
学
年

は
生
徒
数
が
40
名
で
、
県
教
育
委
員

会
が
示
す
「
平
成
24
年
度
学
級
編
制

基
準
」
に
よ
れ
ば
通
常
で
は
１
学
級
編

制
と
な
り
ま
す
が
、
法
改
正
に
よ
り
市

町
村
が
地
域
や
学
校
の
事
情
に
応
じ
、

柔
軟
に
学
級
を
編
制
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
か
ら
の
要

望
を
受
け
２
学
級
編
制
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
複
式
と
な
っ
て
い
る
学

級
は
、
七
滝
小
学
校
の
１
・
２
年
生
、

５
・
６
年
生
の
２
学
級
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
七
滝
小
学
校
の
複
式
２
学

級
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
習
の
習
熟

度
向
上
や
授
業
の
円
滑
化
な
ど
授
業

改
善
を
目
的
に
、
学
級
担
任
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
非
常
勤
臨
時
講
師

２
名
を
引
き
続
き
町
単
独
事
業
で
配

置
し
て
い
ま
す
。

▼
小
坂
町
新
総
合
教
育
エ
リ
ア
構
想

の
進
捗
に
つ
い
て

　

昨
年
９
月
に
着
工
し
た
「
小
坂
中

学
校
建
設
工
事
」
は
、
順
調
に
工
事

が
進
み
５
月
末
の
進
捗
率
は
81
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
７
月
６

日
の
完
成
に
向
け
、
屋
内
工
事
は
内

装
の
、
屋
外
工
事
は
校
庭
整
備
、
外

構
の
仕
上
げ
に
取
り
か
か
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　

完
成
検
査
後
は
、
２
学
期
に
大
規

模
改
修
に
取
り
か
か
る
小
坂
小
学
校

が
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
引
っ
越
し

を
行
い
、
仮
校
舎
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

▼「
第
29
回
ア
カ
シ
ア
ま
つ
り
」に
つ

い
て

　

今
年
の
ア
カ
シ
ア
ま
つ
り
は
、
６

月
９
日
と
10
日
の
２
日
間
、
中
央
公

園
芝
生
広
場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ア
カ
シ
ア
の
花
も
ち
ょ
う
ど
満
開

と
な
り
、
開
会
式
は
好
天
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
初
日
午
後
と
二
日
目
の
雨

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
濡
れ
る
ほ

ど
の
も
の
で
な
く
、
二
日
間
合
わ
せ

て
昨
年
と
同
じ
約
２
２
，
０
０
０
人

の
来
場
者
で
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
観

光
客
の
落
ち
込
み
を
回
復
す
る
小
坂

の
イ
ベ
ン
ト
幕
開
け
に
相
応
し
い
も

の
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
小
坂
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ン
ド
の
演
奏
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、
全
県
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
、
高
齢
者
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
、
小
坂
小
学
校
「
鉱
山
の
子

ソ
ー
ラ
ン
」
の
踊
り
、
康
楽
館
下
町

か
ぶ
き
組
・
劇
団
「
三
峰
組
」
に
よ

る
ア
カ
シ
ア
の
舞
、
自
衛
隊
音
楽
隊

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
催
さ
れ
、
日
曜

日
に
は
、
ア
カ
シ
ア
太
鼓
、
小
坂
太

極
拳
「
し
ら
か
ば
」
に
よ
る
太
極
拳

の
披
露
、
小
坂
町
長
杯
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
日
間
に
渡
っ
て
、
お
楽

し
み
露
店
、
マ
ス
釣
り
大
会
、
フ
ワ

フ
ワ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
バ
ッ
テ
リ
ー

カ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

よ
し
も
と
住
み
ま
す
芸
人
の
桂 

三

若
さ
ん
に
よ
る
青
空
落
語
、
小
坂
鉄

道
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
撮
影
会
及
び

レ
ー
ル
バ
イ
ク
試
乗
会
、
中
小
路
の

館
見
学
会
や
あ
き
た
エ
コ
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
館
な
ど
の
各
種
協
賛
イ

ベ
ン
ト
も
“
ま
つ
り
”
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
あ
き
た
・
い
わ
て　

ご

当
地
グ
ル
メ
ま
つ
り
」
と
し
て
、
男

鹿
し
ょ
っ
つ
る
焼
き
そ
ば
、
横
手
や

き
そ
ば
、
雫
石
塩
ホ
ル
モ
ン
の
ほ
か
、

地
元
ポ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
桃
豚
も
参
加

し
、
皆
様
に
あ
き
た
・
い
わ
て
名
物

グ
ル
メ
の
味
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
小
坂
ア
カ
シ
ア
ま
つ
り 

新
緑
の

十
和
田
湖
畔
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
に
参

加
さ
れ
た
ツ
ア
ー
客
や
、
Ｊ
Ｒ
の
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
約
１
５
０
人
が
会
場
を
訪
れ
、

ア
カ
シ
ア
の
花
や
町
並
み
、
食
と
小

坂
町
を
大
い
に
楽
し
ん
で
帰
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
町
と
連
携
協
定
を
結
ん
で

い
る
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
の
学
生
と

先
生
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
新

し
い
観
光
面
で
の
動
き
も
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
カ
シ
ア
ま
つ
り
は
町
民
手
作
り

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
町
民
自
ら
が
楽

し
む
と
同
時
に
来
町
者
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
小
坂
な
ら
で
は
の

「
ま
つ
り
」
に
、
今
後
と
も
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
第
４
回
小
坂
町
議
会
が
６
月
12
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、

条
例
の
制
定
等
18
件
の
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
政
報
告
と
教
育
行
政
報
告
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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ま
た
、
７
月
中
に
町
民
の
皆
さ
ま

へ
の
見
学
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

来
年
１
月
に
は
、
小
学
校
が
大
規

模
改
修
の
終
わ
っ
た
校
舎
に
戻
り
、
一

部
手
直
し
工
事
を
経
て
、
３
月
の
春
休

み
に
小
坂
中
学
校
が
新
校
舎
に
引
っ

越
し
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
来
年
４
月
に
は
、
小
坂

小
学
校
と
統
合
す
る
七
滝
小
学
校
も

加
わ
っ
て
、
い
よ
い
よ
新
総
合
教
育

エ
リ
ア
構
想
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
小
中
の
学
校
行

事
を
共
同
開
催
す
る
な
ど
の
連
携
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
生
徒
指
導
や
学
習

の
中
身
ま
で
踏
み
込
ん
だ
連
携
と
す

る
た
め
、
研
究
主
任
・
教
務
主
任
ク

ラ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
月
２

回
程
度
の
頻
度
で
開
催
し
て
き
て
お

り
、
小
中
連
携
教
育
の
研
究
指
定
校

申
請
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
小
中
一

貫
教
育
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

●
条
例
に
関
す
る
も
の

◆
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条

例
の
制
定

◆
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

●
計
画
に
関
す
る
も
の

◆
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一

部
変
更

●
補
正
予
算

【
平
成
24
年
度
小
坂
町
予
算
】

◆
一
般
会
計
（
第
１
号
補
正
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

◆
財
産
区
特
別
会
計
（
第
１
号
）

●
そ
の
他

◆
小
坂
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆
地
域
活
性
化
対
策
に
関
す
る
事

務
の
調
査
に
つ
い
て

◆
産
業
振
興
に
関
す
る
事
務
の
調

査
に
つ
い
て

◆
議
会
運
営
に
関
す
る
事
務
の
調

査
に
つ
い
て

◆
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ル
に
搬
入
、
埋

設
さ
れ
た
首
都
圏
か
ら
の
放
射

能
汚
染
一
般
廃
棄
物
焼
却
灰
の

実
態
解
明
を
も
と
め
る
決
議
の

提
出 主

な
議
決
事
項

■一般会計
　　歳　　入　　　　43億9,148万4千円
　　歳　　出　　　　43億　 92万1千円
　　差　　引　　　　　　9,056万3千円
■国民健康保険特別会計
　　歳　　入　　　　　 8億752万8千円
　　歳　　出　　　　　 8億147万8千円
　　差　　引　　　　　　　605万 　円
■後期高齢者医療特別会計
　　歳　　入　　　　　　7,228万9千円
　　歳　　出　　　　　　7,225万3千円
　　差　　引　　　　　　　  3万6千円
■介護保険特別会計
　　歳　　入　　　　 6億4,553万1千円
　　歳　　出　　　　 6億3,836万7千円
　　差　　引　　　　　　7,164万4千円
［介護サービス事業勘定］
　　歳入歳出とも　　　　1,109万6千円
■簡易水道事業特別会計
　　歳入歳出とも　　　　2,888万1千円
■歯科診療所特別会計
　　歳入歳出とも　　　　6,145万3千円
■中小企業従業員退職金等共済事業特別会計
　　歳入歳出とも　　　　　212万7千円

■菅原ヤヱ奨学資金特別会計
　　歳入歳出とも　　　 　 288万2千円
■土地取得特別会計
　　歳入歳出とも　　　　 　　  9千円
■文化基金特別会計
　　歳入歳出とも　　　　 　　  3千円
■下水道事業特別会計
　　歳　　入　　　　 2億8,302万 　円
　　歳　　出　　　　 2億8,300万1千円
　　差　　引　　　　　 　   1万9千円
■小坂町財産区特別会計
　　歳　　入　　　　　 　 667万4千円
　　歳　　出　　　　　 　 514万4千円
　　差　　引　　　　　 　 153万 　円
■水道事業
　　収益的収入　　　 1億9,608万3千円
　　収益的支出　　　 2億1,231万7千円
　　差　　引　　　　　  1,623万4千円
　　資本的収入　　　 7億1,378万8千円
　　資本的支出　　　 8億8,192万6千円
　　差　　引　　　　　  6,813万8千円

平成23年度会計の決算見込み

※不足額は、消費税及び地方消費税資本的
　収支調整額、損益勘定留保資金で補てん。

平
成
23
年
度
各
会
計
の
決
算
見
込
み

に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
は
「
第
５
次
小
坂
町

総
合
計
画
」の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
と
共
に
考
え
、
行
動
し
な

が
ら
、
総
合
計
画
が
め
ざ
す
将
来
像

で
あ
る
「“
ひ
と
”
と
“
ま
ち
”
が
輝

く 

躍
動
す
る
小
坂
」
の
実
現
に
向
け

て
種
々
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
は
、「
東
日
本

大
震
災
」
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に
波

及
し
て
い
く
の
か
全
く
想
定
が
で
き

な
い
中
、
町
民
生
活
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
よ
う
経
済
情
勢
の
変

化
を
注
視
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

［
ハ
ー
ド
事
業
］

　
「
藤
原
自
治
会
館
・
藤
倉
自
治
会
館

の
完
成
」、「
大
川
岱
自
治
会
館
の
改
修
、

濁
川
会
館
・
牛
馬
長
根
自
治
会
館
の

大
規
模
改
修
」、「
町
内
公
衆
便
所
の
改

修
」、「
七
滝
観
光
物
産
直
売
所
（
孫
左

衞
門
）の
改
修
」、「
七
滝
水
車
の
更
新
」、

「
道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
」、「
町
道

上
向
１
号
線
改
良
工
事
の
完
了
」、「
町

道
山
手
線
融
雪
設
備
改
修
工
事
」、「
各

地
区
内
の
町
道
舗
装
及
び
休
平
地
区

生
活
道
路
舗
装
工
事
」、「
小
坂
小
学
校

屋
根
塗
装
工
事
」、「
小
坂
中
学
校
建
設

工
事
の
着
手
」、「
十
和
田
湖
の
環
境
保

全
・
景
観
対
策
事
業
及
び
観
光
振
興

事
業
」、「
古
苦
竹
工
区
・
小
坂
中
学
校

建
設
に
伴
う
小
学
校
工
区
の
下
水
道

管
渠
整
備
」、「
細
越
地
区
配
水
管
布
設

工
事
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

［
ソ
フ
ト
事
業
］

　
「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
」、「
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
改

修
を
含
む
基
幹
電
算
シ
ス
テ
ム
の
更

新
」、「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
、
障
害
者
・

第
３
期
障
害
者
福
祉
計
画
の
策
定
」、

「
障
害
者
自
立
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設

置
」、「
子
宮
頸
ガ
ン
や
ヒ
ブ
・
小
児
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
化
、
ガ
ン

検
診
の
拡
充
」、「
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
創
設
」、「
観
光
活
性
化
緊
急
支

援
事
業
補
助
金
創
設
」、「
康
楽
館
指
定

管
理
者
に
小
坂
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
を
指
定
」、「
十
和
田
湖
地
区
か
ら
の

通
学
バ
ス
運
行
」、「
小
坂
高
校
生
徒
の

資
格
取
得
支
援
事
業
の
拡
充
」
な
ど
、

町
民
生
活
の
向
上
と
町
民
が
生
涯
を

通
じ
て
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
と
し
て
様
々

な
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
将
来
世
代
へ
の
責
任

を
果
た
す
財
政
運
営
を
堅
持
し
、
過

去
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
変
化

す
る
環
境
に
対
応
し
、「
住
ん
で
い
る

人
が
暮
ら
し
や
す
い
小
坂
町
」
を
め

ざ
し
て
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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次のア、イいずれかの要件を満たし、かつ、ウとエの要件を満たす方。
ア　昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた方。
イ　平成３年４月２日以降に生まれた方で大学卒または平成25年３月卒業見込の方。
ウ　博物館法に規定する学芸員の資格を有する方または平成25年３月31日まで
に取得見込の方。

エ　大学又は大学院の課程において日本史、民俗、考古等歴史系の分野を専攻
し、地域史に関心のある方。

次の要件をすべて満たす方。
ア　昭和51年４月２日以降に生まれた方。
イ　一級建築士の資格を有する方または平成25年３月31日までに取得見込の方。
次の要件を満たす方。
ア　昭和62年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方。
※ただし、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業した方もくしは平
成25年３月卒業見込の方またはこれらに相当する学歴を有すると認められ
る方は受験できません。

◎試験区分・採用予定人員・受験資格

大学卒・学 芸 員

大学卒・建 築 士

高校卒・一般行政

◎欠格事項
　・日本国籍を有しない者　　・地方公務員法第16条の規定により地方公務員となることができない者

１　名

１　名

若干名

日　時：平成24年９月16日㈰　午前10時～　　　　会　場：ノースアジア大学
第１次試験合格者に通知します。

◎試験日時、会場
第 １ 次 試 験
第 ２ 次 試 験

日　時：平成24年９月16日㈰　午前９時30分～
会　場：教養試験・適性検査・体力検査　鹿角アメニティ倶楽部ハウス

◎試験日時、会場

鹿角広域行政組合職員採用試験のお知らせ

第１次試験

消防職 若干名 昭和62年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方初　　　級
救急救命士

試 験 区 分 受　　験　　資　　格採用人数

大学卒・学芸員、大学卒・建築士　　大学卒業程度の教養試験
高校卒・一般行政　　　　　　　　　高校卒業程度の教養試験
口述試験、作文

◎試験の方法

第 １ 次 試 験

第 ２ 次 試 験

平成24年８月１日㈬から平成24年８月22日㈬の８時30分から17時まで。
ただし、土曜、日曜、祝日は受付ません。
郵送の場合は、平成24年８月22日までに届いたものに限り受付ます。
申込用紙は小坂町役場総務課総務管財班で７月10日㈫から交付します。
申込用紙を郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱書きし、
返信用封筒（120円切手を貼ったＡ４封筒にあて先と郵便番号を明記）を必ず同封して総務
課総務管財班に簡易書留で郵送してください。

◎受験手続き及び受付期間

受　付　期　間

申込用紙請求先

受 付 期 間　平成24年７月２日㈪から８月20日㈪の8時30分から17時15分まで（土日、祝日を除く）
お問い合わせ先　〒018－5201　鹿角市花輪字荒田１－１　鹿角広域行政組合事務局　TEL22－2611

◎受付期間及びお問い合わせ先

役場総務課総務管財班（TEL0186－29－3901）
〒017－0292　小坂町小坂鉱山字尾樽部37－2

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

申込・お問い合わせ先
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　今後の小坂町の観光はどうあるべきか。町観光大使や観光のスペシャリストの方々から、“産業観光”と
“広域観光連携”をキーワードに、町への貴重な提言をいただきました。

　歴史的にも町との関わりが深いＤＯＷＡホールディン
グス相談役の吉川廣和氏（観光大使）は、「企業の地域貢献」
と題して講演。従来の企業と地域が並列の関係で連携する
という考えをあらため、地域の内側に企業を置き、地域
と企業が一体となって発展していくべきと持論を展開さ
れました。
　ＪＲ東日本常務取締役の見並陽一氏（観光大使）は、「産
業観光による北鹿地域の観光振興」をテーマに講演。北東
北の中心である北鹿地域が結束することが大事。ドイツの
小さな村では、バイオマス発電の村づくりに多くの視察
者が訪れていることを例に、小坂町のリサイクル産業や
バイオマスの取り組みなどは、観光資源に充分になりう
ると強調されました。

　小畑大館市長、児玉鹿角市長の歓迎のあいさつの後、来賓の方々が登壇され、町観光大使の富田茂之氏（衆
議院議員）、大島利徳氏（観光振興懇話会会長）、浜田健一郎氏（ＡＮＡ総合研究所取締役会長）が、観光大
使委嘱の経緯やこれまでの取り組みなどを混じえてごあいさつくださいました。
　観光庁次長の又野己知氏は、観光立国の取り組みが震災を受けて見直しを求められているとし、その機
会にしてほしいと本フォーラムへの期待を述べられました。

　作家の石川好氏（観光大使）をコーディネーターに、観光関係者が登壇。国土交通省交通計画課長の水嶋
智氏は、「町の手作りの観光振興への取り組みには好感が持てる。中京圏の産業観光を参考にしてほしい」
と提言。東京大学公共政策大学院特任教授の岩村敬氏（観光大使）は、「小坂鉄道の活用に期待が持てる」と
し、「自然環境や最先端技術等の資源をうまく組み合わせることが大切」と指摘されました。
　目黒雅叙園代表取締役社長の梶明彦氏は、「名物作りとプ
ロモーションが大事」と述べ、ＡＮＡセールスの伊豆芳人常
務取締役は、川崎市の工場夜景ツアーと情報発信の事例を
紹介されたほか、「中国杭州市の西湖で取り組んでいる“ふ
れあいウォーク”を十和田湖でも取り組めないか」と提言さ
れました。日本航空常務執行役員の藤田直志氏は、温泉マ
イレージで広域観光に取り組んでいる事例を紹介。「視野を
広げて広域連携することが効果的」と述べられました。
　会場を埋めた約200人の参加者は活発な意見交換に熱心
に聞き入っていました。

▲

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ

　

吉
川
相
談
役

▲

Ｊ
Ｒ
東
日
本

　

見
並
常
務

▲

町
民
や
観
光
関
係
者
で

　

満
席
の
会
場

　

新
し
い
小
坂
中
学
校
の
建
設
工
事

も
順
調
に
進
み
、
完
成
間
近
と
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
理
念
の
も
と
に
生

ま
れ
変
わ
る
小
坂
中
学
校
新
校
舎
を

地
域
の
皆
様
に
も
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
、
左
記
の
日
程
で
見
学
会
を
行

い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
誘
い
合
わ
せ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日

　

７
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）

◆
見
学
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

◆
受
付
場
所

　

新
校
舎
昇
降
口

◆
見
学
に
際
し
て
の
お
願
い

・
で
き
る
だ
け
上
履
き
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

・
駐
車
、
駐
輪
の
際
は
セ
パ
ー
ム
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
新
校
舎
は
生
徒
達
が
大
切
に
使
い

ま
す
。
汚
し
た
り
傷
つ
け
た
り
し

な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
願
い
ま
す
。

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

教
育
委
員
会
総
務
班（
TEL   

29
︱
２
３
４
２
）
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◆町立七滝保育所の運営
　七滝地区の５歳までの幼児の保育を
行うため、七滝保育所を運営します。

◆私立保育所の運営補助
　５歳までの幼児の保育を小坂マリア園
及び町外の保育施設に委託するほか、障害
児の保育なども委託します。（小坂マリア園
運営委託、小坂マリア園障害児保育、
小坂マリア園延長保育促進など）

国基準保育料に比べ３割相当額を軽
減しさらに県事業により１/２や１/４
を助成します（所得制限あり）
就学前の５歳以上児の上限額を
15,000円とします
ひとり親世帯は所得税非課税の
場合、保育料を無料とします

　妊婦・乳幼児から中学生及び保護者
を対象に、育児情報などを提供し、育児
不安などの解消を目指します。
（育児相談、赤ちゃんふれあい体験、子育
て支援サークル事業、子育てサポー
ター、いきいきっ子広場）

◆すこやか育児手当
　第３子以降の子どもの出生に対して、３歳まで
と小学校入学時にそれぞれ育児手当を支給します。
①満３歳の誕生月まで月額5,000円
②小学校入学時に一時金50,000円

◆児童手当
　中学校修了前までの児童を養育している家庭に
対して、児童手当を支給します（所得制限あり）。
・一人当たり月額10,000円～15,000円

平成24年８月から中学生以下の医
療費自己負担金の全額を助成しま
す（所得制限なし）

乳幼児・児童生徒のほか若年層
の町民の病気予防のために予防
接種を行います
◆ヒブ・小児肺炎球菌／新規無料
◆子宮頸がんワクチン／
　　中学１年生：無料

安全安心な出産のため妊娠初期
から出産前にかけて定期的な健
康診査を行います
◆妊婦検診
　健康診査14回、子宮頸がん・歯科・　
　肝炎健康診査ほか

乳幼児の発達に対する不安解消
や健康問題の早期発見のため検
診を実施します
◆対象
　３～４か月児、６～７か月児、
　９～10か月児、１歳６～８か月児、
　３歳児及び４歳児の健康診査

町内に工場などを新設、増設また
は移設する方に対して、新設など
に係る施設などの固定資産税の全
部を、操業開始の翌年度から３年
間免除します

新規創業または新分野への事業
展開を予定する町内の法人・個
人・団体の初期投資経費に対し
て助成します
◆初期投資経費の１/２以内
　（100万円を限度）

新規創業または新分野への事業
展開を予定する町内の法人・個
人・団体に対して助成します
◆新たに雇用した従業員のうち町内に
住所を有し、６か月以上継続している
従業員数と要件により支給（100万円
を限度）

町内の各学校の特別な教育支援
を必要とする児童・生徒に対し、
学校生活サポート員を配置し支
援します
◆非常勤職員８名を各学校に配置
　小坂小６名、七滝小１名、小坂中１名

児童・生徒を持つ保護者に対し
て、学校生活に係わる一部の経費
に関して支援します
　　◆通学費
　　◆学力検定料
　　◆各種大会派遣費
　　◆小中体育連盟負担金

経済的な理由で就学が困難な高
校生や大学生などに対して、無利
子の奨学資金を貸し付けします
◆小坂町奨学資金
　高校　　　月２万円
　大学など　月４万円
◆菅原ヤヱ奨学資金
　大学　　　月５万円

中央地区や七滝地区の小学生を
対象に、放課後や休日にスポー
ツ・学習・文化活動、自然体験活
動などの機会を提供します
◆中央地区 － セパーム
◆七滝地区 － 七滝小

町内に工場などを新設、増設または
移設する方に対して助成します
◆操業後６か月までの設備投資額の10％
◆建物、機械設備またはその建物の敷地である
土地の賃借料の合計額の20％に相当する額
◆新たに雇用した従業員のうち町内に住所
を有し、６か月以上継続している従業
員数と要件により支給

　町では、町内に住む独身
の若者が自分にあった相手
を見つけることができるイ
ベント・交流会等を企画・
実施する団体や企業等に対
して、事業開催の経費の一
部を補助します。

◆対象者
　町内に住所を有する団体
又は企業など

◆対象要件
・20歳以上の未婚の男女が
出会うイベント・交流会
等を企画し、実施するこ
と

・会場は町内の施設を活用
すること

・営利を目的としないこと

◆対象経費
　会場使用料、バス借上料、
講師・司会者謝礼、消耗品
など

◆補助額
　事業開催の経費の80％以
内で、１事業につき上限10
万円

◆対象期間
　平成25年３月31日まで
に開催するもの

◆申込方法
　町の補助金等交付申請書
にて申請してください。

◆申込み・お問い合わせ先
　役場総務課企画財政班
　℡29-3907 ℻29-5481
　E-mail:kikaku@town.kosaka.akita.jp

　

町
で
は
、
人
口
減
少
対
策
と
し

て
若
者
の
定
住
促
進
と
少
子
化
対

策
に
係
る
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
予
定
し
て
い

る
主
な
事
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、“
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
”

を
目
指
し
て
、
８
月
か
ら
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
を
完
全
無
料
化
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
が
取
り
組
ん

で
い
る
少
子
化
対
策
の
さ
ら
な
る

充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

地
域
の
世
話
や
き
さ
ん

　
「
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　
　
　
　

募
集
中！

　

地
域
の
世
話
や
き
さ
ん
「
結

婚
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
は
県
に
登

録
し
、
市
町
村
や
あ
き
た
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
活

動
す
る
結
婚
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

　

独
身
の
方
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
方
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
サ
ポ
ー
タ
ー
が
で
き
る
こ
と

・
結
婚
に
関
す
る
相
談

・
お
引
き
合
わ
せ
や
紹
介
活
動

・
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ

ン
ト
や
事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
等

○
登
録
方
法

・
市
町
村
を
通
じ
て
県
に
応
募

し
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
の
研
修
（
役
場
で
２
時

間
程
度
）
を
受
講
し
ま
す
。

研
修
終
了
後
、
名
前
と
市
町

村
名
を
公
表
し
、
活
動
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

応
募
用
紙
は
総
務
課
企
画
財

政
班
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
TEL   

29
︱
３
９
０
７
）
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◆町立七滝保育所の運営
　七滝地区の５歳までの幼児の保育を
行うため、七滝保育所を運営します。

◆私立保育所の運営補助
　５歳までの幼児の保育を小坂マリア園
及び町外の保育施設に委託するほか、障害
児の保育なども委託します。（小坂マリア園
運営委託、小坂マリア園障害児保育、
小坂マリア園延長保育促進など）

国基準保育料に比べ３割相当額を軽
減しさらに県事業により１/２や１/４
を助成します（所得制限あり）
就学前の５歳以上児の上限額を
15,000円とします
ひとり親世帯は所得税非課税の
場合、保育料を無料とします

　妊婦・乳幼児から中学生及び保護者
を対象に、育児情報などを提供し、育児
不安などの解消を目指します。
（育児相談、赤ちゃんふれあい体験、子育
て支援サークル事業、子育てサポー
ター、いきいきっ子広場）

◆すこやか育児手当
　第３子以降の子どもの出生に対して、３歳まで
と小学校入学時にそれぞれ育児手当を支給します。
①満３歳の誕生月まで月額5,000円
②小学校入学時に一時金50,000円

◆児童手当
　中学校修了前までの児童を養育している家庭に
対して、児童手当を支給します（所得制限あり）。
・一人当たり月額10,000円～15,000円

平成24年８月から中学生以下の医
療費自己負担金の全額を助成しま
す（所得制限なし）

乳幼児・児童生徒のほか若年層
の町民の病気予防のために予防
接種を行います
◆ヒブ・小児肺炎球菌／新規無料
◆子宮頸がんワクチン／
　　中学１年生：無料

安全安心な出産のため妊娠初期
から出産前にかけて定期的な健
康診査を行います
◆妊婦検診
　健康診査14回、子宮頸がん・歯科・　
　肝炎健康診査ほか

乳幼児の発達に対する不安解消
や健康問題の早期発見のため検
診を実施します
◆対象
　３～４か月児、６～７か月児、
　９～10か月児、１歳６～８か月児、
　３歳児及び４歳児の健康診査

町内に工場などを新設、増設また
は移設する方に対して、新設など
に係る施設などの固定資産税の全
部を、操業開始の翌年度から３年
間免除します

新規創業または新分野への事業
展開を予定する町内の法人・個
人・団体の初期投資経費に対し
て助成します
◆初期投資経費の１/２以内
　（100万円を限度）

新規創業または新分野への事業
展開を予定する町内の法人・個
人・団体に対して助成します
◆新たに雇用した従業員のうち町内に
住所を有し、６か月以上継続している
従業員数と要件により支給（100万円
を限度）

町内の各学校の特別な教育支援
を必要とする児童・生徒に対し、
学校生活サポート員を配置し支
援します
◆非常勤職員８名を各学校に配置
　小坂小６名、七滝小１名、小坂中１名

児童・生徒を持つ保護者に対し
て、学校生活に係わる一部の経費
に関して支援します
　　◆通学費
　　◆学力検定料
　　◆各種大会派遣費
　　◆小中体育連盟負担金

経済的な理由で就学が困難な高
校生や大学生などに対して、無利
子の奨学資金を貸し付けします
◆小坂町奨学資金
　高校　　　月２万円
　大学など　月４万円
◆菅原ヤヱ奨学資金
　大学　　　月５万円

中央地区や七滝地区の小学生を
対象に、放課後や休日にスポー
ツ・学習・文化活動、自然体験活
動などの機会を提供します
◆中央地区 － セパーム
◆七滝地区 － 七滝小

町内に工場などを新設、増設または
移設する方に対して助成します
◆操業後６か月までの設備投資額の10％
◆建物、機械設備またはその建物の敷地である
土地の賃借料の合計額の20％に相当する額
◆新たに雇用した従業員のうち町内に住所
を有し、６か月以上継続している従業
員数と要件により支給

　町では、町内に住む独身
の若者が自分にあった相手
を見つけることができるイ
ベント・交流会等を企画・
実施する団体や企業等に対
して、事業開催の経費の一
部を補助します。

◆対象者
　町内に住所を有する団体
又は企業など

◆対象要件
・20歳以上の未婚の男女が
出会うイベント・交流会
等を企画し、実施するこ
と

・会場は町内の施設を活用
すること

・営利を目的としないこと

◆対象経費
　会場使用料、バス借上料、
講師・司会者謝礼、消耗品
など

◆補助額
　事業開催の経費の80％以
内で、１事業につき上限10
万円

◆対象期間
　平成25年３月31日まで
に開催するもの

◆申込方法
　町の補助金等交付申請書
にて申請してください。

◆申込み・お問い合わせ先
　役場総務課企画財政班
　℡29-3907 ℻29-5481
　E-mail:kikaku@town.kosaka.akita.jp

町内に工場などを新設、増設または
移設する方に対して助成します
◆操業後６
◆建物、機械設備またはその建物の敷地である
土地の賃借料の合計額の
◆新たに雇用した従業員のうち町内に住所

　町では、町内に住む独身

結
婚
を
希
望
す
る

　

独
身
の
皆
さ
ま
へ！

　
「
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
県
内
３
か
所
で
会

員
登
録
に
よ
る
１
対
１
の
マ
ッ

チ
ン
グ（
お
見
合
い
）を
実
施
し
、

出
会
い
や
結
婚
を
希
望
す
る
独

身
の
皆
様
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
会
員
登
録
者
が
１
，

１
０
０
人
を
超
え
、
セ
ン
タ
ー

の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
き
っ
か
け

に
結
婚
が
決
ま
っ
た
会
員
の
方

や
、
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
で
知
り

合
い
成
婚
さ
れ
た
方
な
ど
が
で

て
い
ま
す
。

　

素
敵
な
出
会
い
を
求
め
る
た

め
に
、「
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
登
録
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
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　「下町かぶき組」全６劇団の座長と花形が康楽館に勢揃い。当代の大衆演劇界の頂点に君臨する師匠・松
井誠を迎えての座長花形祭りは全国で康楽館だけです。時代を担う若手も出演。ぜひお見逃し無く！

〈主催・お問い合わせ先〉
十和田湖湖水まつり実行委員会
TEL0176－75－2425［十和田湖国立公園協会内］
http://www.kosuimaturi.com/

湖上花火大会
［14・15日］午後8時～※小雨決行

花火観覧船運行 
［14・15日］午後６時30分乗船開始

乙女の像ライトアップ
［14・15日］日没後

光・音・よさこいコラボレーション
［14・15日］午後８時～９時

十和田科学博物館
［14・15日］特別開館　午前10時～午後４時

フリーマーケット
［14・15日］午前９時～日没

※16日（月・祝）は
　湖上花火大会予備日

〈主催・〈主催・〈主催・〈主催・〈主催・〈主催・〈主催・〈主催・〈主催・おおお問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉問い合わせ先〉
十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会十和田湖湖水まつり実行委員会
TELTELTELTELTELTELTELTELTEL017601760176017601760176017601760176－－7575757575－－242524252425242524252425242524252425［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］［十和田湖国立公園協会内］

フリーマーケット
［14・15日］午前９時～日没

●その他、両日ともステージイベントや十和田湖クイズ検定などのアトラクションを予定

松井　誠

瞳ひろし
（劇団 夢の旅）

星　誠流
（劇団 誠流）

三峰　逹
（劇団 三峰組）

千澤　秀
（劇団 秀）

松井　悠
（劇団 悠）

岬　寛太
（劇団 岬一家）

◉花形・新月海斗ほか若手ホープ（※出演者は都合により変更になる場合があります）

・上演時間約３時間30分　・会場は各公演45分前です　・昼と夜では個人舞踊が変わります
11,000円
8,000円
6,000円
4,000円

特別席（各16席）
松　席
竹　席
自由席

※当日券は1,000円増し

お弁当（百彩弁当　１個1,100円）
は３日前までにご予約ください。

観劇券を昼・夜セットで購入された方には康楽館
常打芝居観劇券（2,000円相当）を１枚プレゼント！

月・祝）は
　湖上花火大会予備日

分前です　・昼と夜では個人舞踊が変わります

湖上花火大会
日］午後8時～※小雨決行

※16日（月・
　湖上花火大会予備日

劇団の座長と花形が康楽館に勢揃い。当代の大衆演劇界の頂点に君臨する師匠・松

http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/http://www.kosuimaturi.com/
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－身近な話題をお知らせください。

　６月２日、秋田市の県立中央公園で開催された第
23回全国「みどりの愛護」のつどいにおいて、フラ
ワーボランティアの会（小笠原隆一会長）が「みどり
の愛護」功労者国土交通大臣表彰を受賞しました。
　同会は、これまで明治百年通りに6,000株以上の
クリスマスローズを植栽したほか、花壇やプラン
ターへの植栽、清掃活動等、花と緑の愛護活動を積
極的に展開してきたことが評価され今回の受賞とな
りました。

［フラワーボランティアの会　会員募集中！］
　興味のある方は役場建設班（TEL29－3910）へ

フラワーボランティアの会

「みどりの愛護」国土交通大臣表彰
第₂₉回アカシアまつり

今年も小坂から元気を届けます！
　６月９日・10日の両日、町中央公園をメイン会
場に「第29回アカシアまつり」が開催されました。
　今年も多くの来場者で賑わう中、劇団「三峰組」の
舞踊や桂三若さんの青空落語、自衛隊音楽隊コンサー
トなどのステージイベントが繰り広げられました。
　また、大好評「ご当地グルメまつり」には秋田と岩
手の７店舗が出店し長蛇の列を作っていました。
　その他、旧小坂駅構内では協賛イベントとして
「ディーゼル機関車撮影会」や「レールバイク乗車体
験」も行われ、こちらも鉄道ファンや家族連れで賑
わっていました。

　７月１日、鹿角市役所駐車場において、県消防協会鹿角支部「第64
回消防訓練大会」が開催されました。開会式前から太陽が照りつける
炎天下での大会となりましたが、鹿角市・小坂町の消防団員は日頃の
訓練の成果を遺憾なく発揮し、応援に訪れた方々から大きな拍手が送
られていました。
　「小型ポンプ操法の部」では、小坂町消防団第４分団上川原班が見
事優勝、全県大会への出場を決めました。今年は全国大会が開催され
ることから、上川原班の全県大会での活躍が期待されます。
　「ポンプ車操法の部」では町第４分団万谷班が僅差で第２位、「規律
訓練の部」では町第４分団が第２位となりました。

［規律訓練の部］
　①市消防団第４分団　②町消防団第４分団　③市消防団第10分団

［小型ポンプ操法の部］
　①町消防団第４分団上川原班　②市消防団第５分団第１部
　③市消防団第３分団第１部

［ポンプ車操法の部］
　①市消防団第５分団第１部　②町消防団第４分団万谷班
　③市消防団第７分団第１部

［規律訓練の部］
　①第４分団　②第２分団　③第１分団
［小型ポンプ操法の部］
　①第４分団上川原班
　②第４分団荒川班
　③第２分団砂子沢班
［ポンプ車操法の部］
　①第４分団万谷班
　②第３分団



生涯学習だより小坂公民館上向分館(事務局　交流センター「セパーム」内)
小坂公民館十和田分館(☎0₁76－7₅－27₃6)
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坂
の
夏
を
彩
る
「
小
坂
七
夕

祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

祭
期
間
中
は
、
各
自
治
会
で
製
作

し
た
山
車
が
、
七
夕
囃
子
を
奏
で
な

が
ら
町
内
各
所
を
運
行
。
５
日
夜
の

合
同
運
行
に
は
、
灯
り
を
と
も
し
た

全
て
の
山
車
が
一
堂
に
会
し
、
引
き

方
も
囃
子
方
も
最
高
潮
の
盛
り
上
が

り
を
迎
え
ま
す
。

◉
通
行
に
ご
注
意
を

　

山
車
運
行
の
際
に
は
、
交
通
量
の

多
い
道
路
や
山
車
と
山
車
が
交
差
す

る
場
合
な
ど
、
渋
滞
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
各
山
車
、
車
輌
、

歩
行
者
そ
れ
ぞ
れ
が
注
意
し
、
安
全

運
行
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
車
両
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

５
日（
日
）の
夕
方
か
ら
は
合
同
運

行
の
た
め
、
明
治
百
年
通
り
～
永
楽

町
間
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
時
間
帯
に
よ
り
、
こ
の
通
行
止

め
に
伴
う
バ
ス
路
線
の
変
更
な
ど
、

臨
時
の
交
通
規
制
も
行
わ
れ
る
ほ

か
、
周
辺
の
道
路
や
駐
車
場
は
大
変

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
事
故
等
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
関
係
す
る
地
域
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
企
業
・
関
係
者
の
方
々
に

は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

※
交
通
規
制
に
関
す
る
詳
し
い
情
報

は
、
小
坂
町
七
夕
振
興
会
の
発
行
す

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ

小
坂
町
七
夕
祭
振
興
会（
セ
パ
ー
ム
）

　今年も小坂七夕祭の写真コンテストを開催します！
　七夕に関する写真であればなんでもＯＫ！皆さんふ
るってご応募ください。
□テ ー マ
　山車、引き手、囃子方など、小坂七夕祭に関するあらゆ
るもの。
□表　　彰
　特　選１点　賞状・賞金（２万円）
　優秀賞２点　賞状・賞金（５千円）
□応募規定
・応募資格及び応募点数の制限はありません。
・応募作品はすべて四つ切りサイズ（ワイド可）または
Ａ４サイズのカラープリントで単写真とします。
・デジタルカメラでの撮影したものも可能ですが、編集
や加工を加えていないものとします。
・応募作品は平成24年以降に撮影したもので、未発表の
ものに限ります。
・応募作品は１枚毎の裏面に応募票を貼付してくださ
い。糊付けはプリントが歪みますのでセロハンテープ
を使用してはがれないように貼付してください。
・入賞作品は原則として返却しません。また、入賞され
た時点で著作権は小坂町七夕祭振興会に帰属します。
・第三者からの権利侵害など法律上の問題については責
任を負いかねますので、被写体に人物が含まれている
場合は事前に承諾を得るなど、応募者本人の責任にお
いて対応してください。
・そのほかの詳細は事務局までお問い合わせください。
□応募締切
　平成24年８月29日㈬必着
　応募票はセパームにあります。（小坂町の公式ホーム
ページからもダウンロードできます。）
□発　　表
　入賞者本人に通知するほか、町広報等で発表します。
□お問い合わせ　小坂町七夕祭振興会（セパーム）



生涯学習だより 交流センター「セパーム」・小坂公民館(☎29−2069)
川上公民館(☎29−2₃44)　七滝公民館(☎29−₃4₁₁)
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　今年も夏休み期間中に川上プールを開設します。
　川上プールは、川上地域の方に限らず、子どもから大人までどなたでも利用できますので、お誘い合わせ
のうえお気軽にご利用ください。皆さまのご利用をお待ちしています。
　なお、川上プールは毎年、子ども達や保護者をはじめ、地域の方々のボランティア協力をいただきながら
プール清掃を行っています。

期　間　７月21日㈯～８月26日㈰
時　間　①午前９時30分～11時45分
　　　　②午後１時15分～４時30分
料　金　無　料
休　み　七夕まつり期間
　　　　　　８月４日㈯～５日㈰
　　　　お盆期間
　　　　　　８月13日㈪～15日㈬
　　　　荒天の日（雨天、低温等）

　セパームでは小・中学校の夏休み期間に下記
の教室を開催します。 　最近、誰かに本を読んでもらったことはあり

ましたか？
　じっくり読書も良いですが、誰かに読んでも
らうのも一つの本の楽しみ方です。
　月に一度、あなたも本を聴きにきませんか？

　日　時　毎月第４金曜日
　　　　午後６時30分～７時30分
　会　場　セパーム会議室など
　対　象　大人（託児はしており

ませんので小さいお子
様はご遠慮ください。）　詳細は各学校を通じてご案内しますので、た

くさんのご参加をお待ちしています。

★夏休み水泳教室
　７月21日～24日
★囲碁・将棋・カルタ（セパーム）
　８月９日～10日
　　午前－カルタ　午後－将棋・囲碁
★みんなの体操会（中央公園）
　７月29日・８月19日
★七夕はやし練習会（笛）（セパーム）
　７月17日～20日

［お問い合わせ先］川上公民館

　セパームでは小・中学校の夏休み期間に下記
　最近、誰かに本を読んでもらったことはあり　最近、誰かに本を読んでもらったことはあり
ましたか？

　

平
成
24
年
度
小
坂
町
成
人
式
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▪
日　

時　

８
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～

▪
会　

場　

康
楽
館

▪
対
象
者

　
　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

※
７
月
中
旬
に
対
象
者
に
案
内

状
を
発
送
し
ま
す
。

▪
負　

担　

２
，５
０
０
円

▪
お
問
い
合
わ
せ
先

　

セ
パ
ー
ム　

学
習
振
興
班

　
（
TEL   

29
︱
２
３
５
８
）

　

現
在
成
人
式
に
向
け
て
、
実
行

委
員
会
で
対
象
者
の
住
所
確
認
、

記
念
誌
の
作
成
な
ど
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

同
期
会
も
計
画
中
で
す
。
新
成

人
の
皆
さ
ん
、
実
行
委
員
会
へ
ぜ

ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

▪
実
行
委
員
会

　

毎
週
日
曜
日
19
時
か
ら

　

セ
パ
ー
ム
講
座
室



生涯学習だより図書館(☎29−2207)
郷土館(☎29−4726)
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【期間】平成24年６月22日～７月22日
【会場】秋田県立近代美術館（横手市）

　夏休みの親子にもおすすめします。
◇期日　平成24年７月22日㈰
　　　　午前９時　鏡得寺集合
◇帽子、飲み物など持参、資料代200円

〈町角講話〉第２回小坂の江戸地図を歩く
秋田県立近代美術館館長　河野元昭氏

◇期日　平成24年９月29日㈯　午後１時30分～
◇会場　天使館　※聴講無料

〈記念講演〉福田豊四郎その人と芸術

　小学生の「自由研究・工作」のほか、今年は秋田県推薦の
「うちどく図書」を展示します。館外貸出しも可。 〈開催日時〉７月21日（土）10:30~11:30

〈対象〉幼児・小学生・保護者

郷土館開館30周年記念事業　－時を見つめて、新たな歩みへ－郷土館開館30周年記念事業　－時を見つめて、新たな歩みへ－

●
県
北
・
全
県
総
体
終
了

　

５
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
県
北
総

体
、
６
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
全
県

総
体
が
終
了
し
ま
し
た
。
結
果
は

学
校
報
で
後
日
紹
介
し
ま
す
。
３

年
生
は
こ
の
大
会
を
最
後
に
引
退

す
る
者
が
多
く
い
ま
す
が
、
小
坂

高
校
の
部
活
動
史
に
名
前
を
刻
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

●
進
路
活
動
本
格
化

　

多
く
の
３
年
生
は
部
活
動
を
引

退
し
、
進
路
活
動
が
本
格
化
し
ま

す
。
７
月
１
日
解
禁
の
求
人
票
公

開
と
と
も
に
大
き
く
動
き
出
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
震
災
の
影
響
で
、

落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
困
難
な
中
、
夏
季
休
業

中
に
は
就
職
情
報
会
や
企
業
見
学

に
立
ち
向
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
年
生
は
６
月
19
日
か
ら
地
元

企
業
を
中
心
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
学
年
に
沿
っ
た
進
路

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

●
高
校
エ
コ
カ
ー
レ
ー
ス
秋
田
県
大
会

　

８
月
11
日
・
12
日
に
大
潟
村
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
校
で
は
機
械
工
作

部
が
出
場
し
ま
す
。
生
徒
は
上
位
を

目
指
し
て
製
作
に
奮
闘
中
で
す
。

●
７
月
・
８
月
の
日
程

・
甲
子
園
予
選　

７
月
12
日
～

・
終
業
式　
　
　

７
月
20
日

・
夏
季
休
業　
　

７
月
21
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
20
日

・
支
部
Ｐ
Ｔ
Ａ　

７
月
24
日
～
27
日

・
体
験
入
学　
　

８
月
１
日

着図書 ※（　）の中の数字は分類番号です

※「小坂町ホームページ」で当館の蔵書検索ができます

新
小説・エッセイ
■十二単を着た悪魔／内舘牧子（913）
■結婚／井上荒野（913）
■晴天の迷いクジラ／窪美澄（913）
■クロス・ファイヤー／柴田よしき（913）
■東京ピーターパン／小路幸也（913）
■あらすじで読み解く古事記神話／三浦佑之（913）
実用書
■なぜ戒名を自分でつけてもいいのか／橋爪大三郎（189）
■深夜の赤信号は渡ってもいいか？／富増章成（130）
児童書
■まわるおすし／長谷川義史（Ｅ）
■かぜびゅんびゅん／新井洋行（Ｅ）

●東北漬け物紀行
　林　みかん・著
　無明舎出版・発行
　　いまや漬物は海外にも市場が

あり「浅舞」「金婚漬」などはよ
く目にする漬物のブランド。

　　そこには、無農薬野菜など付
加価値をつけた会員たちの意欲
的な経営姿勢があった。
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　保険証は、被保険者本人の所得に応じて、自己負担の割合が１割の方と３割の方があります。
　また、平成24年度の後期高齢者医療保険料のお知らせを、加入者の皆様に郵送します。保険料は、特別徴収
（年金からの納付）と普通徴収（口座振替または納付書による納付）による方がありますので、ご確認ください。

◇「限度額適用・標準負担額認定証」を保険証と一緒に郵送します。
　届いた方は、以前の認定証を使用しないでください。
◇平成23年中の所得で、世帯員全員が住民税非課税の世帯であっても、以前に認定証の
交付を受けていない方には郵送されません。

◇認定証の交付を申請できる方は、平成23年中の所得で、世帯員全員が住民税非課税と
なる世帯の方です。交付希望の方は町民課にお問い合わせください。

お問い合わせ先　町民課町民福祉班（ゆーとりあ）　TEL29－2400

お問い合わせ先　町民課町民福祉班（ゆーとりあ）　TEL29－2400

◇７月末までに自宅へ郵送します。
◇申請手続きは必要ありません。
◇８月１日以降は、必ず
　新しい保険証を使用してください。

現在、限度額適用・標準負担額減額認定証をお持ちの方へ

平成24年８月１日から
平成25年7月31日まで（１年間）

新しい保険証の有効期限

　現在、使用されている福祉医療費受給者証は７月31日をもって期限切れとなり更新が必要となります。
更新が必要な福祉医療費受給者証は乳幼児、母子家庭、父子家庭、高齢身体障害者と重度心身障害者（法別
78は対象外）です。

　子育て世帯の負担軽減・少子化対策の一環として、福祉医療費の対象者を県では小学生まで、町では
さらに中学生まで拡大します。

新規交付及び更新の必要のある方には、７月下旬まで通知いたしますので、ご確認ください｡

▽手続き期間
　•８月１日㈬～７日㈫
　　ただし、４日㈯・５日㈰は除く

▽手続き場所
　•ゆーとりあ
　•十和田出張所（十和田湖地区の方）

▽必要なもの
　•新規または更新案内の通知書
　•現在使用している受給者証（更新対象者）
　•健康保険証
　•印鑑
　•身体障害者手帳（該当者）
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I was really excited when I saw Kosaka for the 
first time two years ago. It was a small, quiet town 
surrounded by majestic mountains and green trees. 
As soon as I arrived, I experienced my first festival 
in Japan. Kosaka＇ s Tanabata festival is still my 
favorite Japanese festival. Over the next two years I 
had so many experiences here in Kosaka. I met many 
kind people and taught some amazing students. The 
two years I spent here had a profound impact on me 
and I truly see Kosaka as my home in Japan.

My future plans compel to return to my home 
country and continue my career, but Kosaka will 
always remain in my heart. While I am very excited 
for my future, a part of me is saddened that I must 
leave this little town. I want to thank you all for a 
wonderful experience here in Japan and I hope that 
future ALTs love Kosaka as much as I do.

　２年前初めて小坂を見た時、とてもわくわくしま
した。雄大な山々や緑の木々に囲まれた小さくて静
かな町でした。
　着いてすぐに日本の祭りを体験しました。小坂七
夕は今でも私が好きな日本の祭りです。
　この２年間、この小坂でとても多くの経験をしま
した。たくさんの優しい人たちに会い、すばらしい
生徒にも教えることができました。この２年は、私
に感銘深い影響を与えてくれ、日本の中で小坂は私
のふるさとのように思えました。

　私のこれからの計画は自分の国に帰り、（教師の）仕
事を続けます。しかし、小坂町はいつも私の心の中
に残っていくと思います。今後の自分の将来にわく
わくしながらも、どこか自分の中で、この魅力的な
町を去らなければならないことに寂しさを感じてい
ます。
　この日本ですばらしい経験をさせていただき、み
なさんに感謝したいです。そして、これから来る私
のようなＡＬＴ（外国語指導助手）にも私と同じよう
に小坂町を愛してくれたらと望んでいます。

ラニアン・コルトンさんは
７月25日で２年間の任期を終えられます。

利用希望をする方は、あかしあの郷（TEL29－２９００）又はゆーとりあ地域包括支援
センター（TEL29－２９５０）へお問い合わせください。

　介護予防とは、①「できる限り介護が必要にならないようにする」②「もし介護が必要になっても、それ
以上悪化させないようにする」ことです。ここ数ヶ月、新たに介護認定される方が増えてきています。主に
その方々は介護予防事業（お元気くらぶ、いきいき交流事業、楽食塾等）を利用した事がない方々のようで
す。介護予防事業に参加していなかったから介護認定となるとは限りませんが、いつまでも自分らしく自立
して生活するために、健康なうちから介護予防に取り組むことが大切です。
　そこで、今回は介護予防事業の一つである「いきいき交流事業」についてご紹介いたします。

町内に住所を有するおおむね65歳以上の要援護高齢者及び障害者の方、要支援１・２の方。
※「はいから倶楽部」まで自分で通える方（又は家族等の送迎）となります。

レクレーション、体操、ゲーム、カラオケ等を楽しんでいます。バスでの外出等もあります。
スタッフ２人が専属で対応しています。

１回200円＋昼食代500円　　計　700円

あかしあの郷「はいから倶楽部」、週２日（月曜日・金曜日）　午前10時頃～午後３時頃まで
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お
知
ら
せ

　小坂町国際交流協会で、６月10日㈰アカシアまつり協賛事業として募
金をしてくださった方へお礼としてコーヒーをサービスする「コーヒー
募金」、子どもたちを対象にした「おかし募金」のチャリティー募金を開
催したところ、多くの方々からのご理解とご協力をいただき、募金が
52,551円集まりました。
　大切な募金は「東日本大震災義援金」と「世界の子どもにワクチンを 日
本委員会」に全額寄付いたしました。皆様のご協力に感謝申し上げます。

　６月８日ＤＯＷＡエコシステムから「焼却灰等
に含まれる放射性物質への対応方針（案）」が小坂
町に提出されました。６月町議会でもこの問題が
取り上げられ、町民説明会を開催し皆さんの意見
を聴くことにしました。
　当日は、事業所、環境省、秋田県の職員も説明に
出席する予定ですので、参加くださるようお願い
します。

お問い合わせ先　町民課生活環境班（℡29－２４００）

日時　平成24年７月25日㈬
　　　午後６時30分～８時
場所　小坂町交流センター
　　　「セパーム」ホール
　　　※町民限定の説明会です。

　

子
供
の
発
達
や
気
に
な
る
行
動
へ

の
対
応
、
就
学
に
関
す
る
相
談
等
に

つ
い
て
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

◆
期
日　

８
月
３
日（
金
）

◆
会
場　

鹿
角
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
「
教
育
相
談
票
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
相
談
会
場
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
は
で
き
る
だ
け
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
総
務
班（
TEL�

29
︱
２
３
４
２
）

◆
日
時　

８
月
８
日（
水
）午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

◆
受
付　

午
後
１
時
～
４
時

◆
会
場　

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル（
飛

翔
の
間
）

◆
参
加
対
象

○
求
職
者　

現
在
求
職
中
の
方
、
平

成
25
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
・

短
大
・
専
門
学
生

○
求
人　

現
在
求
人
中
の
事
業
所
、

平
成
25
年
３
月
卒
業
予
定
の
大

学
・
短
大
・
専
門
学
生
の
採
用
計

画
が
あ
る
事
業
所

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
部
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
担
当

（
TEL
０
１
８
︱
８
６
４
︱
２
８
８
０
）

◆
講
演　
「
秋
田
県
に
お
け
る
自
殺
対

策
～
10
年
間
の
取
り
組
み
と
こ
れ

か
ら
」・
講
師（
国
立
大
学
法
人
秋

田
大
学　

副
学
長　

本
橋
豊
氏
）

◆
日
時　

８
月
１
日（
水
）

　

開
場 
午
後
２
時
30
分
・
講
演 

午

後
３
時
～
５
時

◆
会
場　

大
館
市
民
文
化
会
館

◆
入
場
は
無
料
で
す
。

◆
申
込
先　

７
月
20
日（
金
）ま
で

大
館
福
祉
環
境
部
健
康
・
予
防
課
へ

（
TEL
０
１
８
６
︱
52
︱
３
９
５
２
）

◆
募
集
期
間　

８
月
31
日
必
着

◆
応
募
資
格　

県
内
在
住
者
又
は
県

出
身
者
で
満
16
歳
以
上
の
方

◆
募
集
作
品　

小
説
・
評
論
・
詩
・

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
エ
ッ
セ
イ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化

振
興
課
文
化
振
興
班

（
TEL
０
１
８
︱
８
６
０
︱
１
５
３
０
）

※
作
品
応
募
票
・
要
項
は
小
坂
町
役

場
総
務
課
に
も
ご
ざ
い
ま
す
。

（
TEL�

29
︱
３
９
０
１
）

◆
開
催
期
日　

８
月
19
日（
日
）、
９

月
２
日（
日
）

◆
会
場　

小
坂
町
野
球
場

◆
出
場
資
格

▽
企
業（
事
業
所
）チ
ー
ム
は
小
坂
町

内
に
職
場
が
あ
る
こ
と
。

▽
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
は
代
表
者
が
小
坂

町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
者
。

◆
参
加
料　

１
チ
ー
ム
５
，０
０
０
円

◆
試
合
時
刻

　

第
１
試
合
開
始
＝
午
前
９
時

　
（
以
後
２
時
間
毎
に
試
合
予
定
）

◆
申
込
締
切　

８
月
７
日（
火
）

　

要
参
加
料
・
選
手
名
簿

◆
監
督
会
議　

８
月
９
日（
木
）

　

午
後
６
時
か
ら
セ
パ
ー
ム
で

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

斉
藤
ス
ポ
ー
ツ
店（
TEL�

29
︱
４
３
５
７
）

役
場
総
務
課 
山
崎（
TEL�

29
︱
３
９
０
７
）

◆
日
時　

７
月
29
日（
日
）午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分（
雨
天
決
行
）

◆
見
学
内
容　

小
坂
Ｊ
Ｔ
Ｃ
建
設
現

場
の
見
学
、
パ
ト
カ
ー
・
除
雪
車

の
見
学
乗
車
等

小
坂
町
社
会
人
野
球
大
会

出
場
チ
ー
ム
募
集
！

秋
田
県
民
芸
術
祭
２
０
１
２

「
あ
き
た
の
文
芸
作
品
募
集
」

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

２
０
１
２
in
秋
田

自
殺
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

「
公
開
講
演
会
」

7月分 町長交際費をお知らせします
【計13件　72,000円】

香典１件　供花１件
鹿角圏域における福祉懇談会懇親会
濁川自治会・虫送り
小坂町建設業協会総会懇親会
全国モモ研究大会交流会
鹿角工業振興会総会
小坂高校同窓会総会懇親会
第29回元窓会総会
小坂町防犯協会中央支部総会懇親会
川上グラウンドゴルフ大会
かづの商工会製造業部会情報交流会懇親会
桂三若氏「日本元気大賞」グランプリ受賞祝賀会

15,000円
10,000円
3,000円

10,000円
5,000円
5,000円
2,000円
4,000円
1,000円
5,000円
5,000円
7,000円

情
報

就
学
や
教
育
に
関
す
る
相
談
会

「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
み
て
！
み
て
！

　
十
和
田
２
０
１
２
」

募
集
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お
知
ら
せ

◆
応
募
資
格　

小
学
生（
保
護
者
同

伴
）先
着
順
20
組

◆
受
付
期
間　

７
月
20
日（
金
）ま
で

◆
応
募
受
付　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本

十
和
田
管
理
事
務
所
へ
直
接
ま
た

は
電
話
に
て（
TEL�
35
︱
３
３
０
０
）

◆
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日

～
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方（
大
学
卒
業
・
卒
業
見

込
み
除
く
）

◆
受
付
期
間　
７
月
20
日
～
８
月
15
日

◆
試
験　

１
次
・
９
月
16
日
・
17
日

　

２
次
・
10
月
中
旬
及
び
11
月
上
旬

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
・
任
用
係

（
TEL
０
１
２
０
︱
８
６
３
３
１
４
）

鹿
角
警
察
署
警
務
課
警
務
係

（
TEL�

23
︱
３
３
２
１
）

◆
対
象　

55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
職
登
録
し
、
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
が
で
き
る
方

◆
期
間　

８
日
間（
７
月
24
日
～
８

月
３
日
）

◆
会
場　

鹿
角
市
交
流
プ
ラ
ザ

◆
内
容　
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
の
活
用
、応
用

　

定
員
は
20
名
、
受
講
料
・
テ
キ
ス

ト
は
無
料
で
す
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

（
公
社
）鹿
角
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー（
TEL�

23
︱
６
６
４
４
）

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
１
科
目
か
ら
学

べ
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

教
養
学
部
学
生
と
大
学
院
生
を
募

集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

８
月
31
日
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー

（
TEL
０
１
８
︱
８
３
１
︱
１
９
９
７
）

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
情
報
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
没
地
点
は
町
内
の
広
い
範
囲

に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
次

の
点
に
注
意
し
て
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

・
農
作
業
等
の
際
は
、
鈴
や
ラ

ジ
オ
な
ど
で
音
を
出
す
。

・
生
ゴ
ミ
や
残
飯
絶
対
外
に

放
置
し
な
い
。

・
ク
マ
を
見
か
け
て
も
決
し
て

近
寄
ら
な
い
。

・
も
し
ク
マ
と
出
会
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
あ
わ
て
ず
ゆ
っ

く
り
と
後
ろ
に
下
が
り
そ

の
場
を
立
ち
去
る
。

・
で
き
る
だ
け
ひ
と
り
で
出

歩
か
な
い
。

農
作
物
被
害
防
止
の
た
め
、

電
柵
購
入
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
補
助
要
件

・
小
坂
町
在
住
の
方

・
助
成
額
：
２
万
円（
定
額
）

・
一
人
一
セ
ッ
ト
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
農
林
班（
℡
29
―
３
９
１
２
）

　グリーンフィル小坂㈱の、侵出水処理施設からの処
理水を採取し、放射性物質の分析を行っています。
　５月の測定結果は、一般廃棄物最終処分場の排水処
理の目安とされるセシウム134で60ベクレル／リット
ル、セシウム137で90ベクレル／リットルに比べて大
幅に低い数値となっています。
　今後も、施設の適正な管理等を指導するとともに、
測定結果を公表していきます。

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素
不検出
不検出
不検出

セシウム134
不検出
不検出
不検出

セシウム137
2.8
不検出
不検出

採　　取　　日
測　定　期　間

平成24年５月21日
５月21日から５月23日

＊ 

お
・
め
・
で
・
た
＊

〈
新
町
〉

　

千
葉　

結ゆ

姫め
（
父
・
直
城
、母
・
亜
須
香
）

〈
岩
沢
〉

　

下
野　
　

叶か
な（

父
・
令
、母
・
愛
）

＊
お
・
く
・
や
・
み
＊

〈
栗
平
〉　　
　
　

栗
山　

陽
一

〈
細
前
田
〉　　
　

佐
藤　

チ
ヤ

〈
若
葉
町
〉　　
　

三
塚　
　

章

〈
万
谷
上
〉　　
　

佐
々
木
正
一

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載

を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、

届
出
の
際
に
窓
口
へ
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

（
６
月
受
付
分
・
敬
称
略
）

放
送
大
学
学
生
募
集（
10
月
入
学
）

学
校
・
保
育
所
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
質
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
検
査
日
＝
６
月
６
日

　

①
小
坂
小
学
校
（
キ
ュ
ウ
リ
）

　

②
七
滝
小
学
校
（
キ
ャ
ベ
ツ
）

　

③
小
坂
中
学
校
（
タ
マ
ネ
ギ
）

◆
検
査
日
＝
７
月
２
日

　

④
七
滝
保
育
所
（
タ
マ
ネ
ギ
）

　

⑤
小
坂
マ
リ
ア
園
（
白
菜
）

◆
検
査
結
果　

→　

す
べ
て
不
検
出

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

①
～
③
小
坂
町
教
育
委
員
会
総
務
班

（
TEL�

29
︱
２
３
４
２
）

④
・
⑤
町
民
課
町
民
福
祉
班

（
TEL�

29
︱
２
４
０
０
）

パ
ソ
コ
ン
実
務
講
習
受
講
者
募
集

警
察
官
Ｂ
・
女
性
警
察
官
Ｂ
募
集
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お
知
ら
せ

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
７月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,965人

2,784人

3,181人

2,581世帯

（＋ 5人）

（－ 1人）

（＋ 6人）

（－ 2世帯）

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

《海の日》
【生ごみ（中央地区）】

ゆーとりあにこにこ訪問（マリア園）
康楽館常打芝居「劇団誠流」初日
市日健康相談（だんらん）

行政相談日（ほっとりあ）
（図書館・郷土館休館日）
【可燃ごみ】

２か月児・２歳児育児相談（ゆーとりあ）
【生ごみ（中央地区）】

【可燃ごみ】

〈土用〉
【生ごみ（中央地区）】

小坂七夕祭（～５日）
【古紙類】

１学期終業式（町内各小中）
小坂高校終業式
【可燃ごみ】
おはなしランプ（図書館）
マリア園祭
【古紙類】

（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

〈大暑〉 〈立秋〉
【可燃ごみ】

（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】 【びん、缶等資源類】
心配ごと相談日
（康楽館休演日）
【可燃ごみ】

施設開放日（七滝保育所）
【生ごみ（中央地区）】

【びん、缶等資源類】 【可燃ごみ】

本のたんけん丸（図書館）
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

【可燃ごみ】
小坂町成人式

【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】

（図書館・郷土館休館日）
（康楽館休演日）
【生ごみ（中央地区）】

康楽館常打芝居「劇団秀」千穐楽

(月)
（図書館・郷土館休館日）
（康楽館休演日）
【生ごみ（中央地区）】

(火)
小坂高校中学生体験入学
（康楽館休演日）
【可燃ごみ】

心配ごと相談日
川上地区盆踊り
【可燃ごみ】

七滝地区盆踊り大会（ほっとりあ）
山神社例大祭（小坂製錬）

三ヶ田医院
☎31-1231

長 橋 医 院
☎23-7612

小笠原医院
☎35-2011

小笠原医院
☎35-2011

鹿角中央病院
☎23-4131

三ヶ田医院
☎31-1231

本 田 医 院
☎35-3002

いけがみクリニック
☎30-0111

長 橋 医 院
☎23-7612

福 永 医 院
☎35-3117

小坂町診療所
☎29-5500

小坂町診療所
☎29-5500

大 里 医 院
☎22-1251

笹村整形外科
☎30-0035

なかのクリニック
☎22-7335

大湯リハビリ病院
☎37-3511

大湯リハビリ病院
☎37-3511

いけがみクリニック
☎30-0111

三ヶ田医院
☎31-1231

本 田 医 院
☎35-3002

いけがみクリニック
☎30-0111

福 永 医 院
☎35-3117

村 木 医 院
☎22-2055

なかのクリニック
☎22-7335

笹村整形外科
☎30-0035

大湯リハビリ病院
☎37-3511

大 里 医 院
☎22-1251
福 永 医 院
☎35-3117
鹿角中央病院
☎23-4131

大 里 医 院
☎22-1251
小笠原医院
☎35-2011

施設開放日（七滝保育所）
【生ごみ（中央地区）】
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①わらびは、水で洗って３㎝に切る。ほうれん草は、熱湯に塩を少
し入れて茹でます。冷水にとってさまし水分をきり、３㎝くらい
に切ります。切り干し大根は、水につけて戻しさっと茹でます。
３㎝くらいに切ります。

②以上の材料を調味料と胡麻で和えます。

わらび
（塩抜きしすぐ食べられるもの）

ほうれん草
切り干し大根

120g

80g
15g

ごま油
ラ－油
濃口醤油
白いり胡麻

小１
適宜

大１～２
小１

①古代米は洗って鍋に水２カップをいれて茹でます（古代米は堅
いので下茹でします）。あきたこまちはといで、茹でた古代米と
ゆで汁も使って水加減して炊きます。

②切ったきゅうりは、ほんの少し塩をふります。鶏卵はといて調
味料で味付けしてフライパンで薄く焼いてせん切りにします。

③たけのこは調味料で薄味に煮ます。
④炊いたご飯に、酢・砂糖・塩で味をつけます。ウチワであおい
で冷まします（ここで紫色からピンク色になります）。

⑤皿に、ご飯を盛り、きゅうり・錦糸卵・たけのこをトッピング
します。最後に海苔を散らします。

　７月は色々な山菜が出回ります。給食でも小坂で採れたフキ・わら
び・たけのこ等を、一年中使用しています。山の恵みに感謝。採ってき
てくれる生産者さんに感謝です。
　「あかねずし」は、彩りのきれいな一品です。「わらびナムル」も胡麻
の香りが食欲をそそります。どちらもぜひ作ってほしいメニュ－です。

あきたこまち
古代米（むらさきおとめ）
酢
白砂糖
塩
きゅうり（せん切り）
鶏卵
砂糖・塩・酒
焼き油

姫たけのこ缶
（斜めに薄くきる）

酒・塩・淡口醤油

焼き海苔（短いせん切り）

米用カップ３
小さじ３
大４～５
大４～
少々
１本
Ｌ２個

小２・少 ・々小１
適宜

40g

小１・少 ・々小１

適宜
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